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フルカラー面発光7セグメン卜表示器の試作
第三技術室システム制御班酒井孝則
はじめに
発光ダイオード(以下LED;Light Ernitting Diodeと略)タイプの大型面発光7セグメント表示
器は、小口ユーザ市場に流通することは少なく、単体で数千円から数万円の高価なパーツとなってい
る。そこで、市販の高輝度LEDを用いて面発光表示器を自作し、数字表示用7セグメント表示器に
レイアウトした大型表示器を試作してみる。さらに、使用するLEDには高輝度RGB(R; Red. 
G ; Green. B ; Bl ue)フルカラータイプを選定し、発光色が選択可能な駆動回路の設計・試作も行う。
1 .試作目的
LEDは、青色LEDの実用化と高輝度化に
よるフルカラー化によって、最近、私たちの生
活の中でも応用範囲がどんどん拡大している。
このような社会的環境の下、普から数字表示器
として利用されてきた 7セグメント LEDは、
フルカラーのフルマトリックス表示器に移行し
つつある。そこで、敢えてフルカラーLEDを
用いた大型の 7セグメント表示器の製作を試み
た。単色の面発光表示器は、各種入手可能であ
るが、ここで試作する表示器は、 R.G.Bそれ
ぞれの発光輝度を変えることで単色から合成色
まで希望する色が選択できる点に特徴を持たせ
る。なお、駆動回路はディジタル回路により構
成し、省電力化を図るためのダイナミック点灯
を考慮した設計を行うことにする。
図1点灯中の2種類の7セグメン卜表示器
2 字体の設計・製作
図1では、今回設計・試作した2種類の表示
器の全セグメントを点灯した状態を示している。
文字盤全体の大きさはA4版用紙のサイズで製
作した。図2には、この2種類の 7セグメント
表示器の字体を示す。このうち、字体N0 .1は
市販されている一般的な7セグメント表示器の
字体を参考にしたものである。もう一方の字体
NO.2は、オリジナルな字体として提案する。
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図2 設計・試作した2種類の字体
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この字体は、全数字の文字高さを揃えることを目的にデザインしたものである。例えば、字体N0.1 
の大型7セグメント表示器で多数桁を表示する場合には、 1， 4， 7の数字表示の高さが隣り合う数
字に比べて低くあたり、不備いとなる欠点を補うために創意を凝らしたものである川。
図2の2種類の7セグメント表示器は、文字高さ 2 5 4nun (1 0インチ)，文字幅 15 2 nun， 
セグメント幅:25.4剛(1インチ)の寸法でデザインしている。
3.使用したLEDの規格
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図3 使用 LEDの形状と
内部結線の端子図
7セグメント表示器を構成している各セグメントには、図
3に示すRGBフルカラーの高輝度LEDを用いた。このL
EDの規格は以下のとおりである。
メーカ :PALA Light (台湾)
型番 EP204K-35RGB
波長赤 650nm
n 緑 550nm
n 青 470nm
合成色温度 :8000K
光放射角度 lOOdeg
駆動電圧赤 VF-R:2.0V(実測値)
N 緑 VF-G:3.7V ( J/ 
H 青 VF-B:3.5V ( J/ 
駆動電流 1 F : 2 0 mA 
4.セグメントの製作方法
図4のセグメント断面図に示すような製作方法で、上記の
LEDをプリント基板にレイアウトして、各セグメントを構
成している。表面には光拡散板として乳白色のアクリル板を
置き照度ムラをできるだけ少なくする効果を得ている。また、
セグメント内墜には光沢性のあるアルミテープを張り付けて
LED放射光の反射率を上げている。アクリル板とプリント
基板の間は、加工性に富んだ発泡スチロール板を
くり貫いてスペーサとしている。なお、セグメン
トの幅(内径)は LEDの寸法から 1インチ
(25.4mm)で試作した。また、表面から LEDの
距離(発泡スチロール板の厚み)は、 LEDの光
放射角度や輝度および反射光量を考慮しながら表
面照度の均一性を目視で判断し決定した。
長さを持つ一つのセグメント面を均一な照度で
構成するには、複数個のLEDを並べて配置する
必要がある。しかし、使用したLEDが図3のよ
うな内部結線であるために、直列接続ができない。
このため、フルカラーで表示するためには図5の
乳白色アクリル板
プリント基板
図4 セグメン卜断面図
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ように発光色毎に1:LEDを並列駆動することになる.したがって、この方法は消費電流が多くなる
欠点がある.凶5における各色LEDの駆動低抗RFは、次式で;Rめる.
Vcc-VF-VCES 
RF= 一
1 F 
ここで Vcc 電源電π
VF 各色LEDの駆動電円:
VCES 駆動トランジスタのC-E問飽和電照
1 F 各色LEDの駆動電流 (試{宇品では、 20mA) 
5. 7セグメント表示器の駆動回路設計
図記で示した字体>Jo.l.No.2を電光表示するためには. RGB7JvカラーLEDを図らのよ
うに結線して各セグメン トにレイアウトする。そして、 これを一体化した7セグメント表示器にして
駆動するための[叶路を阿6に市す。
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図6 7セグメント表示器の腿動回路
今回の試作品ではlセグメントに5伺のLEDを使用しているために、セグメント毎の各色町最よ
駆動電流は IOOmAとなる.この電流はアレイ トランジスタ TD62003Pでコントロールしている.
RGB各色の選択は、 2チャンネルのコント口 ル入hにより行うことができる.この入力信号は
負論理でRGBそれぞれをコントローJしすることにより 発光色の選択やPWM方式による輝度調整
が可能となり‘さらに、複数桁表示の場合にはダイナミック点灯の桁制御が可能となる図
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5 -， 7セグメント表示器のデモ用回路
同6の駆動回路に図 7-1で，r;すコント
ロール入}j信号を加えて、字体N0.1の
7セグメント表示器を点灯動作(デモンス
トレーション)する目的で設計・製作した
: CLK --n.su工
QA 
QB一千s十一L斗S-L..;
QC 斗J十十七一」C タイマー I
iロl路が図 7-2である。
阿 7-2の回路巾で
(LMC555) の発振出力を CLK(クロック) 10) i -日 2i:Jl "" 5'6:10)可
信号として 2 つのカウンタ
(74HC390)に供給している。
同7-1で示す7進カウンタの分
周信号QA. QB. Qcをコント
ロール信号として使用して、 7 
セグメントの発光色を選択して
いる。
もう 今ン与の力ウンタはIlCD力
ウンタであり、電光表示する O
-9の数字を7-5 EGMENT 
DECODERを介して出}Jし
ている白 したがって、 図 7-2の
デモ)IJ駆動[ril路の動作は CLKの
周期で電光表示の数字0-9が
カウントアップして、 |司じタイ
ミングでこの数字表示。コ発光色
が順次7色に変化を繰り返すこ
とになる。 ここで、 コント口一
ル信号QA. QB. Qcの組み合
わせを変更することで発光色の
順子時も変わる。
5-2 発光色選訳機能付デモ用回路
C 図7-， コントロール入力信号波形
字体NO.l
図7-2 7セグメント表示器のデモ用駆動回路
図8は発光色の選択をR. G. B伺別のD1 Pスイッチ50.51， S2であらかじめ選択設定する
機能を持ったデモンストレ ション回路である。凶6中のコントロール入力に図自の左側部分を付加
した回路で、各D1 Pスイッチの設定により 124色が選択できるように設計している。動作原理は、
表 1に示すように一種のPWM方式である 3種類のデュティ 比を持ったコント口←ル入力信号によ
って駆動電圧を変化させ、各色LEDの発光輝度をコント口←ルして多種の混合色を得ている。
ただし、 CLK周波数は電光表示のちらつきが目立たない周波数に設定する必要がある。
このドロI路の 7セグメント表示器には凶 1の字体N0.2を用いているために、セグメント e，f， gの交
点hの駆動は TC5022BP(7 -SEGMENT DEωDER) のセグメント出JJd 守尽の論l~和で行っている。 つまり、
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表示数字が1と7の時だけは交点hが非点灯状態となる。また、一方のセグメント b，c，gの交点は
全ての表示数字で点灯状態になっている。
14l\GJ;5~ 3 
字体NO.2
6.試作した7セグメン卜表示器の特徴
今回試作し、図2で示したフルカラーLEDによる 2種類の
7セグメント表示器の特徴を、以下にまとめてみる。
1.文字高さ 254mm (10インチ) 図9 試作駆動回路の外観
、ム~
BCD入力
図B 発光色の選択機能を持ったデモ用回路
表1各発光色DI Pスイッチと駆動電圧デュティー比の関係
DIP SW SELECTOR 
Duty 
So ISl1S21Y1 1Y2 Y 3 I Y4 
ON I X X H H H 日 。
OFF lぺ「 L H H H 1/4 
H L H H 1/2 OFF I ON IOFF 
OFF |OFF|叶日 H L H 3/4 
H H H L 1 OFF I ON I ON 
、~\Jヘiffj..~，": 
－42－
2 文宇幅 152mm 
3 セグメント幅 25.4 mm (1インチ〉
4 文字盤の大きさ A4版JIl紙サイズ
s 文字盤の1事さ 30mm 
6 愚大消費電施 2. I ^  (向色で8表示の時)
7 電源亀圧 5V 
B. 外邸回路により発光色および輝度のヨントロールが可能
9. ダイナミック点灯が可能
10大製数字表市掠としての用途
最後に
小nユーザがなかなか入手同織な太型7セグメントLED;!i示掃を自作する試みは、)ム視野角の高
輝度LEDを選定して入手することがifi:要なポイントとなった。今[ロl、RGB7ルカラ LEDを!日
いたことで希望の発光色を選択できる付加価値があり 骨方面に利用鉱大できるものと思われる.
しかし.視覚的に卜分な輝度と均一な照度を得るためには多量のし EDで7セグメント状にレイア
ウ卜する必要があることから、製造コスト面では有利な材料が見当たらない.また、今回の試作品で
は缶LEDの発光色を合成しているため消費電涜が多くなる欠点もある.とくに白色合成田場合が最
大電波となり.向色単色発光のLEDを用いた場合の約3倍に当たる.
今回の研修では、比較的阻度ムラがφなく | 分な輝度を持つ大割の点市~~を自作できることが確認
でき、ほぽ満足できる結巣となった.今後は、この試作品の此、111師が課題どなる。
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